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第 1章 7.13新潟豪雨の状況 
 １ 気象概要  

日本海から新潟県・福島県付近にかけて停滞した梅雨前線に、東日本から西日本を覆った

太平洋高気圧の縁にそって流れ込んだ暖かく湿った空気により前線が活発化し、平成 16 年 7
月 12 日の夜半から 13 日にかけて大雨となり、特に 13 日未明から昼過ぎにかけて長岡市や

三条市などの中越地方を中心に非常に激しい降雨となった。 
この雨で 13 日の日降水量は、気象庁の栃尾観測所で昭和 10 年以降の雨量観測データとし

て最も多かった昭和 36 年の年最大日雨量の 342 ㎜を大きく上回る 421 ㎜を記録したほか、

守門岳で 356 ㎜、宮寄上で 316 ㎜となるなど各地で記録的な豪雨となった。 
栃尾観測所における 7 月の平均降水量は、243 ㎜であることから、今回観測した日降水量

421 ㎜は、月平均降水量の約２ヶ月分に相当する雨が、わずか１日の間に降ったこととなる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典；新潟県土木部河川管理課ホームページ 
「平成 16 年 7 月新潟・福島豪雨における新潟県内等雨量線図」 

図 1-1 五十嵐川・刈谷田川流域の等雨量線図（24 時間最大） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-2 栃尾観測所（気象庁）における日雨量の推移 
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２ 被災状況 
今回の豪雨で新潟県が管理する河川では、三条市を流れる一級河川五十嵐川や見附市、中

之島町を流れる刈谷田川をはじめとして 6 河川 11 箇所（表 1-1 破堤箇所一覧表）（図 1-3 河

川の被害状況）の堤防の破堤等により、中越地方を中心に各地で浸水被害が発生し、避難勧

告や避難指示が出されたにもかかわらず、新潟県全体で死者 15 名、重軽傷者 3 名、全壊家屋

70 棟、床上浸水 2,178 棟、床下浸水 6,117 棟にのぼる甚大な被害となった。（表 1-2 被害状

況Ⅰ）（表 1-3 被害状況Ⅱ） 
 

表 1-1 破堤箇所一覧表 

河川名 左右岸 市町村 大字 破堤延長 
能代川 左岸 村松町 下大蒲原  ４０ｍ 

五十嵐川 左岸 三条市 諏訪 １１７ｍ 

刈谷田川 左岸 中之島町 中之島  ５０ｍ 

 右岸 見附市 明晶町  ４２ｍ 

 左岸 見附市 河野町  ７０ｍ 

 左岸 見附市 宮之原町  ３０ｍ 

稚児清水川 左岸 見附市 池之島町 １０２ｍ 

 右岸 見附市 池之島町  ５０ｍ 
猿橋川 左岸 長岡市 富島町 １４ｍ 

中之島川 左岸 中之島町 下沼新田 ６ｍ 

 右岸 中之島町 下沼新田 ６ｍ 

出典：平成 16 年 7 月新潟・福島豪雨河川災害速報（その２） 

表 1-2 被害状況Ⅰ（人的被害） 

人的被害（人）  

死者 行方不明者 重傷者 軽傷者 

新潟県計 15 0 2 1 

出典：新潟県 HP 平成 16 年 7 月 13 日の大雨等による被害関連情報より抜粋 

表 1-3 被害状況Ⅱ（家屋等） 

住家被害（棟） 非住家被害（棟） その他被害（箇所）  

全壊 半壊 一部損壊 床上浸水 床下浸水 公共施設、その他 道路 河川 崖崩れ等 

新潟県計 70 5,354 94 2,178 6,117 6,974 2,727 950 1,904 

出典：新潟県 HP 平成 16 年 7 月 13 日の大雨等による被害関連情報より抜粋



 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 河川の被害状況 

出典；国土交通省・新潟県「平成 16 年 7 月新潟･福島豪雨（第 2 報）平成 16 年 8 月 2 日」
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